
(57)【要約】

再構成可能な構造の加熱区域を有した誘導調理プレート

と、この加熱区域の最大出力を高めるための方法であっ

て、少なくとも２つの出力モジュール（１，３）が設け

られており、これらの出力モジュール（１，３）によっ

て電気的な出力が、少なくとも１つの第１の誘導加熱エ

レメント（５，９）と、第２の誘導加熱エレメント（７

，１１）とに供給され、これらの誘導加熱エレメントに

は、調理コンテナ（２１）のためのそれぞれ１つの加熱

区域（１３，１５，１７，１９）が配属されており、出

力モジュール（１，３）が、第１の誘導加熱エレメント

の最大加熱出力を高めるために第２の誘導加熱エレメン

ト（７，１１）への供給を遮断し、その全出力を第１の

誘導加熱エレメント（５，９）へと供給する。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 少 な く と も ２ つ の 出 力 モ ジ ュ ー ル （ １ ， ３ ） を 備 え た 誘 導 調 理 プ レ ー ト で あ っ て 、 各 出
力 モ ジ ュ ー ル （ １ ， ３ ） に よ っ て 、 電 気 的 出 力 が 少 な く と も １ つ の 第 １ の 誘 導 加 熱 エ レ メ
ン ト （ ５ ， ９ ） と 、 １ つ の 第 ２ の 誘 導 加 熱 エ レ メ ン ト （ ７ ， １ １ ） と に 供 給 さ れ 、 こ れ ら
の 誘 導 加 熱 エ レ メ ン ト に は そ れ ぞ れ 、 調 理 コ ン テ ナ （ ２ １ ） の た め の 加 熱 区 域 （ １ ３ ， １
５ ， １ ７ ， １ ９ ） が 配 属 さ れ て い て 、 こ れ ら の 出 力 モ ジ ュ ー ル （ １ ， ３ ） が 、 第 １ の 誘 導
加 熱 エ レ メ ン ト （ ５ ， ９ ） の 最 大 加 熱 出 力 を 高 め る た め に 、 第 ２ の 誘 導 加 熱 エ レ メ ン ト （
７ ， １ １ ） へ の 出 力 供 給 を 遮 断 し 、 全 出 力 を 第 １ の 誘 導 加 熱 エ レ メ ン ト （ ５ ， ９ ） に 供 給
さ れ る 形 式 の も の に お い て 、
　 両 出 力 モ ジ ュ ー ル （ １ ， ３ ） の 第 １ の 誘 導 加 熱 エ レ メ ン ト （ ５ ， ９ ） の 加 熱 区 域 （ １ ３
， １ ５ ） が 一 緒 に 共 通 の 加 熱 区 域 （ ２ ３ ） を 形 成 し 、 共 通 の 加 熱 区 域 （ ２ ３ ） の 最 大 の 加
熱 出 力 を 高 め る た め に 、 両 出 力 モ ジ ュ ー ル （ １ ， ３ ） が そ れ ぞ れ 全 出 力 を 、 第 １ の 誘 導 加
熱 エ レ メ ン ト （ ５ ， ９ ） に 供 給 す る こ と を 特 徴 と す る 誘 導 調 理 プ レ ー ト 。
【 請 求 項 ２ 】
　 共 通 の 加 熱 区 域 （ ２ ３ ） が 二 重 円 区 域 と し て 形 成 さ れ て い て 、 こ の 二 重 円 区 域 の 外 側 の
リ ン グ 状 の 加 熱 区 域 （ １ ５ ） と 内 側 の 加 熱 区 域 （ １ ３ ） と に 、 両 第 １ の 誘 導 加 熱 エ レ メ ン
ト （ ５ ， ９ ） の う ち そ れ ぞ れ １ つ が 配 属 さ れ て い る 、 請 求 項 １ 記 載 の 誘 導 調 理 プ レ ー ト 。
【 請 求 項 ３ 】
　 誘 導 調 理 プ レ ー ト が 、 共 通 の 加 熱 区 域 （ ２ ３ ） 上 に 置 か れ た 調 理 コ ン テ ナ （ ２ １ ） の 底
面 の サ イ ズ を 検 出 す る 鍋 検 出 装 置 を 有 し て い る 、 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 誘 導 調 理 プ レ ー
ト 。
【 請 求 項 ４ 】
　 両 出 力 モ ジ ュ ー ル （ １ ， ３ ） が 、 調 理 コ ン テ ナ （ ２ １ ） の 底 面 の 所 定 の サ イ ズ 以 上 で 初
め て 、 共 通 の 加 熱 区 域 （ ２ ３ ） の 第 １ の 誘 導 加 熱 エ レ メ ン ト （ ５ ， ９ ） に 全 出 力 を 供 給 す
る 、 請 求 項 ３ 記 載 の 誘 導 調 理 プ レ ー ト 。
【 請 求 項 ５ 】
　 調 理 コ ン テ ナ （ ２ １ ） の 底 面 の 検 出 さ れ た 所 定 の サ イ ズ ま で は 、 両 出 力 モ ジ ュ ー ル （ １
， ３ ） の 一 方 だ け が 、 そ の 全 出 力 を 、 共 通 の 加 熱 区 域 （ ２ ３ ） の 、 対 応 す る 第 １ の 誘 導 加
熱 エ レ メ ン ト （ ５ ， ９ ） へ と 供 給 す る 、 請 求 項 ３ ま た は ４ 記 載 の 誘 導 調 理 プ レ ー ト 。
【 請 求 項 ６ 】
　 各 出 力 モ ジ ュ ー ル （ １ ， ３ ） が 、 第 ２ の 誘 導 加 熱 エ レ メ ン ト （ ７ ， １ １ ） の 一 方 の 最 大
加 熱 出 力 を 高 め る た め に 、 各 第 １ の 誘 導 加 熱 エ レ メ ン ト （ ５ ， ９ ） へ の 出 力 供 給 を 遮 断 し
、 そ の 全 出 力 を 第 ２ の 誘 導 加 熱 エ レ メ ン ト （ ７ ， １ １ ） に 供 給 す る 、 請 求 項 １ か ら ５ ま で
の い ず れ か １ 項 記 載 の 誘 導 調 理 プ レ ー ト 。
【 請 求 項 ７ 】
　 誘 導 調 理 プ レ ー ト に お け る 調 理 コ ン テ ナ （ ２ １ ） の た め の 加 熱 区 域 （ １ ３ ， １ ５ ， １ ７
， １ ９ ） の 最 大 加 熱 出 力 を 高 め る た め の 方 法 で あ っ て 、 誘 導 調 理 プ レ ー ト が 少 な く と も ２
つ の 出 力 モ ジ ュ ー ル （ １ ， ３ ） を 有 し て お り 、 こ れ ら の 出 力 モ ジ ュ ー ル （ １ ， ３ ） に よ っ
て 、 そ れ ぞ れ 電 気 的 な 出 力 が 、 少 な く と も １ つ の 第 １ の 誘 導 加 熱 エ レ メ ン ト （ ５ ， ９ ） と
、 第 ２ の 誘 導 加 熱 エ レ メ ン ト （ ７ ， １ １ ） と に 供 給 さ れ 、 こ れ ら の 誘 導 加 熱 エ レ メ ン ト に
は そ れ ぞ れ １ つ の 加 熱 区 域 が 配 属 さ れ て お り 、 出 力 モ ジ ュ ー ル （ １ ， ３ ） が 、 第 １ の 誘 導
加 熱 エ レ メ ン ト （ ５ ， ９ ） の 最 大 加 熱 出 力 を 高 め る た め に 、 第 ２ の 誘 導 加 熱 エ レ メ ン ト （
７ ， １ １ ） へ の 出 力 供 給 部 を 中 断 し 、 そ の 全 出 力 を 第 １ の 誘 導 加 熱 エ レ メ ン ト （ ５ ， ９ ）
に 供 給 す る 形 式 の も の に お い て 、
　 両 出 力 モ ジ ュ ー ル （ １ ， ３ ） の 第 １ の 誘 導 加 熱 エ レ メ ン ト （ ５ ， ９ ） の 加 熱 区 域 （ １ ３
， １ ５ ） が 一 緒 に 共 通 の 加 熱 区 域 （ ２ ３ ） を 形 成 し て お り 、 共 通 の 加 熱 区 域 （ ２ ３ ） の 最
大 の 加 熱 出 力 を 高 め る た め に 、 第 １ の 誘 導 加 熱 エ レ メ ン ト （ ５ ， ９ ） に 、 両 出 力 モ ジ ュ ー
ル （ １ ， ３ ） の そ れ ぞ れ 全 出 力 を 供 給 す る こ と を 特 徴 と す る 、 誘 導 調 理 プ レ ー ト に お け る
調 理 コ ン テ ナ （ ２ １ ） の た め の 加 熱 区 域 （ １ ３ ， １ ５ ， １ ７ ， １ ９ ） の 最 大 加 熱 出 力 を 高
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め る た め の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 の 利 用 分 野
　 本 発 明 は 、 請 求 項 １ の 上 位 概 念 に 記 載 の 形 式 の 誘 導 調 理 プ レ ー ト に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 背 景 技 術
　 本 発 明 に 最 も 近 い 先 行 技 術 は 、 欧 州 特 許 出 願 Ｅ Ｐ ０ ８ ４ ４ ８ ０ ７ 号 明 細 書 に よ り 開 示 さ
れ て い る 。 こ の 先 行 技 術 は 、 本 願 と 同 じ 出 願 人 の も の で あ り 、 出 力 を 最 適 に す る 制 御 装 置
が 記 載 さ れ て い る 。 こ の 制 御 装 置 は 、 再 構 成 可 能 な 構 造 の ト ポ ロ ジ ー を 備 え た 家 事 の た め
の 誘 導 調 理 プ レ ー ト に 設 け ら れ て お り 、 定 格 値 ま で 制 御 可 能 な 出 力 の 、 加 熱 エ レ メ ン ト を
成 す ２ つ の コ イ ル へ の 独 立 的 な 供 給 を 可 能 に す る 。 さ ら に こ の 装 置 は 、 供 給 さ れ た 全 出 力
の 利 用 と 、 各 コ イ ル へ の 供 給 の た め の 使 用 を 可 能 に す る 。 こ れ に よ り こ の 装 置 で は 、 シ ス
テ ム の 定 格 値 を 高 め る こ と な し に 、 コ イ ル の 定 格 出 力 よ り も 大 き な 出 力 容 量 に よ る 超 高 速
加 熱 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 本 発 明 の 説 明
　 本 発 明 の 課 題 は 、 少 な く と も １ つ の 加 熱 区 域 を 有 し て お り 、 該 加 熱 区 域 が ２ つ の 独 立 的
な 加 熱 区 域 か ら 成 っ て お り 、 こ れ ら の 加 熱 区 域 に そ れ ぞ れ １ つ の 誘 導 加 熱 エ レ メ ン ト が 配
属 さ れ て お り 、 こ れ ら の 加 熱 区 域 の う ち １ つ ま た は 両 方 を 、 加 熱 す べ き 容 器 の 大 き さ に 応
じ て 作 動 さ せ る こ と が で き 、 即 ち 、 加 熱 時 間 を 短 縮 す る た め に 最 大 の 加 熱 出 力 を 高 め 、 例
え ば 、 最 初 に 煮 立 た せ る た め に か か る 時 間 を 短 縮 で き る よ う な 誘 導 調 理 プ レ ー ト を 提 供 す
る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 は 、 次 の よ う な 形 式 の 新 し い 誘 導 調 理 プ レ ー ト か ら
成 っ て い る 。 即 ち 、 こ の 誘 導 調 理 プ レ ー ト は 、 少 な く と も ２ つ の 出 力 モ ジ ュ ー ル か ら 成 っ
て い て 、 こ れ ら の 出 力 モ ジ ュ ー ル に よ っ て そ れ ぞ れ １ つ の 電 気 的 な 出 力 が 少 な く と も １ つ
の 第 １ の 誘 導 加 熱 エ レ メ ン ト と 、 第 ２ の 誘 導 加 熱 エ レ メ ン ト へ と 供 給 さ れ 、 こ れ ら の 誘 導
加 熱 エ レ メ ン ト に は そ れ ぞ れ 、 調 理 コ ン テ ナ の た め の 加 熱 区 域 が 配 属 さ れ て お り 、 出 力 モ
ジ ュ ー ル が 、 第 １ の 誘 導 加 熱 エ レ メ ン ト の 最 大 加 熱 出 力 を 高 め る た め に 、 第 ２ の 誘 導 加 熱
エ レ メ ン ト へ の エ ネ ル ギ 供 給 を 遮 断 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 重 要 な 新 規 性 は 、 両 出 力 モ ジ ュ ー ル の 第 １ の 誘 導 加 熱 エ レ メ ン ト の 加 熱 区 域 が
一 緒 に 共 通 の 加 熱 区 域 を 形 成 し 、 さ ら に 、 共 通 の 加 熱 区 域 に お け る 最 大 加 熱 出 力 を 高 め る
た め に 、 両 出 力 モ ジ ュ ー ル が 、 そ れ ぞ れ 全 出 力 を 第 １ の 誘 導 加 熱 エ レ メ ン ト に 供 給 し 、 こ
れ に よ り 調 理 コ ン テ ナ の 加 熱 時 間 を 著 し く 短 縮 で き る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 例 で は 、 共 通 の 加 熱 区 域 が 、 ２ つ の 円 を 有 し た １ つ の 加 熱 区 域 と し て 形
成 さ れ て お り 、 こ の 加 熱 区 域 に 外 側 の リ ン グ 状 の 加 熱 区 域 と 内 側 の 加 熱 区 域 と が 形 成 さ れ
て お り 、 こ れ ら の 加 熱 区 域 が そ れ ぞ れ 、 両 第 １ の 誘 導 加 熱 エ レ メ ン ト の 一 方 に 配 属 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に は 、 例 え ば 鍋 の よ う な 容 器 を 検 出 す る た め の 装 置 が 設 け ら れ て い て 、 こ れ に よ
り 、 共 通 の 加 熱 区 域 上 に 置 か れ た 調 理 コ ン テ ナ の 底 面 の サ イ ズ を 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 調 理 コ ン テ ナ の 底 面 の サ イ ズ を 検 出 す る た め の 装 置 に よ っ て 検 出 さ れ た サ イ ズ に 応 じ て
、 両 出 力 モ ジ ュ ー ル は 全 出 力 を 、 調 理 コ ン テ ナ の 底 面 の 所 定 の サ イ ズ 以 上 で 初 め て 、 共 通
の 加 熱 区 域 の 第 １ の 誘 導 加 熱 エ レ メ ン ト へ 供 給 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
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　 調 理 コ ン テ ナ の 底 面 の 検 出 さ れ た サ イ ズ が 、 所 定 の サ イ ズ よ り も 小 さ か っ た ら 、 出 力 モ
ジ ュ ー ル の 一 方 だ け が 、 そ の 全 出 力 を 、 共 通 の 加 熱 区 域 の 対 応 す る 第 １ の 誘 導 加 熱 エ レ メ
ン ト へ と 供 給 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 さ ら に 本 発 明 に よ れ ば 、 一 方 の 第 ２ の 誘 導 加 熱 エ レ メ ン ト の 最 大 加 熱 出 力 を 高 め る こ と
が で き る 。 こ の た め に 、 各 出 力 モ ジ ュ ー ル が 、 そ れ ぞ れ 第 １ の 誘 導 加 熱 エ レ メ ン ト へ の エ
ネ ル ギ 供 給 を 遮 断 し 、 そ の 全 出 力 を 第 ２ の 誘 導 加 熱 エ レ メ ン ト へ と 供 給 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 既 に 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 は 、 少 な く と も ２ つ の 出 力 モ ジ ュ ー ル を 有 す る 誘 導 調 理 プ
レ ー ト に お け る 調 理 コ ン テ ナ の た め の 加 熱 区 域 の 最 大 加 熱 出 力 を 高 め る た め の 方 法 に も 関
す る 。 こ の 場 合 、 こ れ ら の 各 出 力 モ ジ ュ ー ル を 介 し て 、 電 気 的 な 出 力 が 少 な く と も １ つ の
第 １ の 誘 導 加 熱 エ レ メ ン ト と 、 １ つ の 第 ２ の 誘 導 加 熱 エ レ メ ン ト へ と 供 給 さ れ 、 こ れ ら の
誘 導 加 熱 エ レ メ ン ト に は そ れ ぞ れ １ つ の 加 熱 区 域 が 配 属 さ れ て お り 、 出 力 モ ジ ュ ー ル は 、
第 １ の 誘 導 加 熱 エ レ メ ン ト の 最 大 加 熱 出 力 を 高 め る た め に 、 第 ２ の 誘 導 加 熱 エ レ メ ン ト へ
の エ ネ ル ギ 供 給 を 遮 断 し 、 そ の 全 出 力 を 第 １ の 誘 導 加 熱 エ レ メ ン ト に 供 給 す る 形 式 の も の
に お い て 、 両 出 力 モ ジ ュ ー ル の 第 １ の 誘 導 加 熱 エ レ メ ン ト の 加 熱 区 域 が 一 緒 に 共 通 の 加 熱
区 域 を 形 成 し て お り 、 共 通 の 加 熱 区 域 の 最 大 の 加 熱 出 力 を 高 め る た め に 、 第 １ の 誘 導 加 熱
エ レ メ ン ト に 、 両 出 力 モ ジ ュ ー ル の そ れ ぞ れ 全 出 力 を 供 給 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の 特 許 明 細 書 の 良 好 な 理 解 の た め に 、 図 面 を 添 付 す る 。 こ れ は 、 本 発 明 の 主 要 な 構 成
部 分 を 示 し て お り 、 本 発 明 の 課 題 を 明 瞭 に 、 か つ 制 限 す る こ と な く 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 面 の 簡 単 な 説 明
　 図 １ は 、 本 発 明 の 対 象 で あ る 調 理 プ レ ー ト の 一 実 施 例 を 概 略 的 に 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 有 利 な 実 施 例 の 説 明
　 次 に 、 上 記 図 面 に 基 づ き 本 発 明 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 の 調 理 プ レ ー ト は ２ つ の 出 力 モ ジ ュ ー ル １ ， ３ を 有 し て お り 、 こ の 出 力
モ ジ ュ ー ル に よ っ て 、 そ れ ぞ れ 第 １ の 誘 導 加 熱 エ レ メ ン ト ５ ， ９ と 第 ２ の 誘 導 加 熱 エ レ メ
ン ト ７ ， １ １ と に 電 気 的 出 力 を 供 給 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 各 誘 導 加 熱 エ レ メ ン ト に は 、 例 え ば 鍋 の よ う な 調 理 コ ン テ ナ ２ １ の 加 熱 区 域 が 配 属 さ れ
て い る 。 即 ち 、 第 １ の 誘 導 加 熱 エ レ メ ン ト ５ ， ９ に は 加 熱 区 域 １ ３ も し く は １ ５ が 配 属 さ
れ て い て 、 第 ２ の 誘 導 加 熱 エ レ メ ン ト ７ ， １ １ に は 加 熱 区 域 １ ７ も し く は １ ９ が 配 属 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 示 し た よ う に 、 加 熱 区 域 １ ５ は 外 側 の リ ン グ 状 の 加 熱 区 域 で あ っ て 、 加 熱 区 域 １ ３ は
内 側 の 円 形 の 加 熱 区 域 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の よ う な 構 造 に よ り 、 直 径 が 内 側 の 加 熱 区 域 １ ３ の 直 径 よ り も 大 き く 、 外 側 の 加 熱 区
域 １ ５ の 直 径 よ り も 小 さ い 調 理 コ ン テ ナ ２ １ の 加 熱 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 調 理 コ ン テ ナ ２ １ を 迅 速 に 加 熱 す る 必 要 が あ る 場 合 に は 、 両 出 力 モ ジ ュ ー ル １ ， ３ に よ
っ て そ れ ぞ れ 供 給 さ れ る 全 出 力 が 第 １ の 誘 導 加 熱 エ レ メ ン ト ５ ， ９ に 供 給 さ れ 、 こ れ に よ
り 、 第 １ の 誘 導 加 熱 エ レ メ ン ト ５ ， ９ に 供 給 さ れ る 最 大 の 出 力 を 高 め 、 調 理 コ ン テ ナ ２ １
の 加 熱 時 間 を 相 当 に 短 縮 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 は 、 一 連 の セ ン サ に よ っ て 形 成 す る こ と の で き る 、 調 理 コ ン テ ナ ２ １ の 底 面 サ イ
ズ を 検 出 す る た め の 装 置 を 有 し て い る （ 図 示 せ ず ） 。 こ れ に よ り 、 出 力 モ ジ ュ ー ル １ ， ３
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の 全 出 力 は 、 調 理 コ ン テ ナ ２ １ の 底 面 の サ イ ズ が 、 図 示 し た よ う に 、 内 側 の 円 形 の 加 熱 区
域 １ ３ の 直 径 よ り も 大 き な 直 径 を 有 し て い る 場 合 に だ け 、 共 通 の 加 熱 区 域 ２ ３ に 供 給 さ れ
る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 調 理 コ ン テ ナ ２ １ の 底 面 の サ イ ズ が 、 内 側 の 加 熱 区 域 １ ３ の 直 径 と 同 じ か ま た は そ れ よ
り 小 さ い 直 径 を 有 し て い る 場 合 に は 、 両 出 力 モ ジ ュ ー ル １ ， ３ の 一 方 だ け が 全 出 力 を 、 共
通 の 加 熱 区 域 ２ ３ の 誘 導 加 熱 エ レ メ ン ト ５ に 供 給 す る 。 何 故 な ら ば 、 こ の 場 合 、 加 熱 面 の
サ イ ズ が 小 さ い こ と に よ り 、 こ の 加 熱 面 の 加 熱 を 迅 速 に 行 う こ と が で き 、 両 出 力 モ ジ ュ ー
ル １ ， ３ の 出 力 を 供 給 す る 必 要 が な い か ら で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 第 ２ の 誘 導 加 熱 エ レ メ ン ト ７ ， １ １ の 一 方 の 最 大 の 加 熱 出 力 を 高 め る こ と も 可 能 で あ る
。 こ の 場 合 、 そ れ ぞ れ 第 １ の 誘 導 加 熱 エ レ メ ン ト ５ ま た は ９ へ の エ ネ ル ギ 供 給 を 遮 断 し 、
全 出 力 を 第 ２ の 誘 導 加 熱 エ レ メ ン ト ７ ， １ １ へ と 供 給 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 対 象 で あ る 調 理 プ レ ー ト の 実 施 例 を 概 略 的 に 示 し た 図 で あ る
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【 国 際 調 査 報 告 】
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